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研究成果の概要（和文）：チベット・ビルマ（TB）語族には複数の下位言語群の特徴を兼ね備え、系統関係の橋
渡し役を演じる言語（以下、繋聯言語）がある。現代の繋聯言語は類型的に多様だが、同時に古い特徴「古態」
を保っていて、同語族の歴史を探究する上で不可欠である。本計画ではチベット・ヒマラヤ語群、羌・ギャロン
語群、チンポー語群に属する延べ44の急速に危機言語化しつつある繋聯言語を現地調査によって精確に記述し、
言語動態と基層関係を考慮しつつ、各言語群の古層とTB祖語形式を厳密に再構し、TB諸語の新たな系統（歴史）
関係を提示することができた。

研究成果の概要（英文）：Some Tibeto-Burman (TB) languages share several features found in different 
sub-groups and serve to connect languages with genetic relations. These languages are called 'link 
languages'. While existing link languages are typologically diverse, they still retain ancient 
features and ancient forms which make them indispensable for researching the history of TB 
languages. In this project, we aimed to produce accurate descriptions of 44 rapidly endangered link 
languages of the Tibeto-Himalayan, Qiang-rGyalrong and Jingpho sub-groups based on data to be 
collected during fieldwork and to identify and analyze their proto-forms while paying attention to 
their linguistic dynamics and substratum relations. In so doing, we could precisely reconstruct the 
archaic stratum of each sub-group and Proto-TB form, thereby establishing new genetic relations 
among TB languages.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
（1）内陸アジアの言語史を検討する上で不可欠のチベット・ビルマ祖語の姿を、チベット・ヒマラヤ語群、
羌・ギャロン語群、チンポー語群に観察しうる繋聯言語に残る古態の記述分析し、その動態と言語基層を加味し
て再構成することが可能となった。このことにより、より広い枠組みにおける同言語グループの位置づけを明確
にできた。（2）チベット・ビルマ祖語形式の精緻化により、言語のみならず、民族の移動の歴史を模索する上
での手掛かりが得られた。（3）当プロジェクトを現地の研究者との協働を通じて、現地研究者や若手研究者の
育成に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 チベット・ビルマ（TB）語族には複数の下位言語群の特徴を兼ね備え、系統関係の橋
渡し役を演じる言語（以下、繋聯言語）がある。現代の繋聯言語は類型的に多様だが、同時に古
い特徴「古態」を保っていて、同語族の歴史を探究する上で不可欠である。 
 Wolfenden (1929) Outlines of Tibeto-Burman Linguistic Morphology 以降１語族とし
て確立され、Benedict (1972) Sino-Tibetan 及び Matisoff (2003) Handbook of Proto-Tibeto-
Burman を経て、TB 祖語の音形式は一定程度明確になった。しかし、それはあくまでも主要な
言語の分析に基づいた系統関係の大枠が見えてきたに過ぎず、記述の不十分な言語や未解読の
古文献言語がまだ多数残っている。また、下位言語群の祖語はまだ再構されておらず、TB 祖語
段階での形態統辞法の再構成は、その試みは散見されるものの、まとまった成果は少ない。 
 その原因として、①下位言語群の文法的特徴を兼ね備えた繋聯言語グループ、特にチベット・
ヒマラヤ語群(分けても西ヒマラヤ諸語と西ブータン諸語)、羌・ギャロン[嘉戎]語群、チンポー
[景頗]語群、の記述がコーパスを生成できるほどには組織的に行われなかったこと、②形態統辞
法に関する包括的なデータベースが存在しないこと、③従前の歴史言語学での最も洗練された
方法は「比較」であり、TB においてもその重要性は変わらないが、民族の接触と移動が頻繁に
起きた TB 諸語にあっては「言語基層」という作業概念を導入することが必須である。繋聯言語
が実は古態をも保持しているのはまさにこの言語基層と密接に関連しているのだが、それに関
する方法論的検討が遅れていること、などが挙げられよう。さらに、漢化及びヒンディー化が近
年急速に進んでいることにより、繋聯言語を担う人々の社会そのものが崩壊の瀬戸際にあり、危
機言語に近づきつつある現状がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究はそのような状況を改善するため、下位言語群の文法的特徴を兼ね備えた繋聯
言語を、チベット・ヒマラヤ語群(分けても西ヒマラヤ諸語と西ブータン諸語)、羌・ギャロン[嘉
戎]語群、チンポー[景頗]語群に求め、それらの精緻な記述資料を整えることを第一義的な目的
とした。それはこれらの語群に含まれる繋聯言語が漢化とヒンディー化の最も強く曝されてお
り、消滅の危機に瀕した言語になりつつあるからである。 
 次に、それらの精緻な記述資料をもとに、TB 諸語の下位分類を整理し、それぞれの下
位言語群の古層を語彙レベルと形態統辞法レベルにおいて再構し、TB 祖語のより精密な再構成
の基礎とすることを目指した。これらの成果を論考として公表するとともに、それらのデータを
カリフォルニア大学バークレイ校の Sino-Tibetan Etymological Dictionary and Thesaurus とリ
ンクさせ、研究者の共同利用に資することを目標とした。 
 また、繋聯言語の持つ「古態」に注目し、言語類型論で重要な能格性、代名詞化、適用
態、判断転換態などが TB 祖語の統語法との関連においてどのような意味を保っているかを分析
する。そこから抽出される知見と、統計科学と計量言語学に基づいて高次化された曖昧検索プロ
グラムを統合的に運用して、未解読言語であるシャンシュン語の解読に道筋をつけることも重
要な目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究計画の方法は全体的に見て、①繋聯言語の集中的な記述調査と下位言語群の祖語再構、
②語彙・文法データベースの整備・国際的連携と TB 祖語の精緻化、③繋聯言語の持つ古態の析
出、④「接触・基層」「繋聯・古態」の相関関係に関する理論的研究、⑤シャンシュン語の解読、



の 5 つの柱からなる。 
 基本的な研究方法は現地調査に基づく記述分析である。International Conference of the Sino-
Tibetan Languages and Linguistics（毎年開催）、International Association for Tibetan Studies（3
年毎に開催）などでの議論を通じ、繋聯言語研究と古態性分析、「接触・基層」という作業概念
の方法論的意味を問うためには、フィールドワークに立脚した精緻な記述が不可欠であること
が指摘されてきたからである。このことを通じて、下位言語群の祖語再構と TB 祖語の精緻化を
図る。 
 これらの分析結果を近年長足の進歩を遂げつつある言語類型論と突合し、広く理論言語学上
の一般性を持たせる点に注力する。 
 研究者やデータベースのネットワークの充実させるため、STEDT との連携を中心とした情報
共有を促進させる。 
 未解読言語であるシャンシュン語解読のため、従前蓄積してきた文献学的成果を統計科学と
計量言語学に基づいて高次化されたプログラムを統合的に運用する。 
 
４．研究成果 
① 各研究者は当初定めた分担に従い、専門とする繋聯言語の集中的な現地での記述調査を中 
  国・南アジア・東南アジア及び欧州で行い、基礎語彙と基本的な文法を整備した。語彙デー 
  タに関しては、既に STEDT との情報共有を完了した。 
② 繋聯言語の持つ古態の析出に関しては、特に言語類型論上重要な事項に照らして、祖語段階 
  に遡りうる事象の抽出を行った。特に、近年注目されている能格性、代名詞化、適用態、判 
  断転換態などが TB 祖語の統語法との関連において、繋聯言語に保たれていると考えるべき 
  か、逆に祖語段階には観察されず、後に各言語で発達させてきたと考えるべきかを個別に検 
  討を加えた。 
③ 上記 2 項については、各研究者の分析結果を国立民族学博物館のシリーズ Senri Ethnological  
  Reports に上梓するための編集作業が進行中である。 
④ 未解読言語であるシャンシュン語解読については、従前蓄積してきた文献学的成果を 
  統計科学と計量言語学に基づいて高次化されたプログラムによって処理し、動詞と助辞の 
  振る舞いを中心とした基本的な統辞法を 10 種特定することができた。文法の大まかなアウ 
  トラインは再建できたが、語彙の意味の特定が進展していないため、文法記述という点では 
  道半ばと言わざるを得ない。 
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